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大阪府本部第２０回定期大会
安倍９条改憲を阻止！ 憲法を守り活かそう！

労働組合の原則を貫き、強大な組織建設をめざそう！

大
阪
府
本
部
第
２
０
回
定
期
大
会
が
９
月
１
６
日
（
日
）

１
０
時
～
１
８
時
国
労
大
阪
会
館
で
開
催
さ
れ
、
代
議
員
４
０

名
、
役
員
１
３
名
、
特
別
役
員
２
名
、
傍
聴
６
名
が
出
席
。
大

会
で
は
、
「
安
倍
９
条
改
憲
を
阻
止
！
憲
法
を
守
り
い
か
そ
う
！

労
働
組
合
の
原
則
を
貫
き
、
強
大
な
組
織
建
設
を
め
ざ
そ
う
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
激
動
す
る
情
勢
の
も
と
、
安
倍
内
閣
の
暴

走
と
国
政
の
私
物
化
、
維
新
政
治
の
暴
挙
、
大
企
業
の
横
暴
な

ど
正
面
か
ら
対
決
し
、
労
働
者
・
国
民
の
暮
ら
し
や
い
の
ち
、

雇
用
や
権
利
、
平
和
・
民
主
主
義
を
守
る
た
め
の
運
動
方
針
を

確
立
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

来
賓
に
は
、
大
阪
労
連

菅

義
人
議
長
、
大
阪
交
運
共
闘

庭
和
田

裕
之
事
務
局
長
、
大
阪
建
設
共
闘

矢
野

治
事
務
局

長
、
日
本
共
産
党

清
水

た
だ
し
前
衆
議
院
議
員
の
方
々
で
す
。

執
行
部
を
代
表
し
て
、
久
米
執
行
委
員
長
が
「
本
大
会
の
任

務
は
、
激
動
の
情
勢
の
も
と
１
年
間
の
運
動
を
総
括
し
、
新
年

度
の
闘
う
運
動
方
針
と
そ
れ
を
推
進
す
る
役
員
体
制
を
選
出
す

る
こ
と
に
あ
る
。
大
阪
府
本
部
は
、
大
阪
に
お
け
る
建
交
労
の

運
動
と
組
織
建
設
及
び
大
阪
労
連
の
加
盟
単
産
と
し
て
、
大
阪

の
労
働
組
合
運
動
に
責
任
を
も
つ
組
織
で
あ
る
。
労
働
組
合
運

動
の
原
則
を
堅
持
し
、
他
業
種
産
別
と
し
て
、
労
働
者
の
切
実

な
要
求
と
府
民
的
要
求
の
実
現
を
め
ざ
そ
う
。
そ
の
た
め
に
対

話
と
共
同
を
基
本
に
、
す
べ
て
の
労
働
者
を
視
野
に
３
つ
の
分

野
（
経
済
闘
争
、
政
治
闘
争
、
思
想
闘
争
）
で
の
闘
い
を
職

場
・
地
域
・
業
種
か
ら
全
組
合
員
運
動
と
し
て
、
進
め
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
本
大
会
が
活
発
な
討
論
で
実
り
あ
る
大
会
に
な

る
よ
う
期
待
す
る
」
と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
採
決
は
、
す
べ
て
の
議
案
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、

佐
藤
副
執
行
委
員
長
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。

定数 出席 委任 欠席

役員 １３ １３ ０ ０

特別役員 ２ ２ ０ ０

代議員 ４１ ４０ １ ０

傍聴 １６

合計 ５６ ７１ １ ０

大会構成
執行委員長 前村 和弘（関西ダンプ支部） 新

副執行委員長 阪口 昇治（大阪合同支部） 新

山本 大樹（関西支部） 新
書記長 荻田 智 （大阪合同支部） 再

書記次長 上田 学 （大阪合同支部） 新

執行委員 植西 茂 （関西合同支部） 新

北山 浩 （此花支部） 新

佐藤 仁志（大阪鉄道本部） 新

高橋 克利（関西支部） 新
藤川 拓 （関西支部） 新

会計監査 澤 卓也（関西合同支部） 新

菅原 孝二（此花支部） 新
書記 宇髙 知世

久米執行委員長のあいさつ

台
風
２
４
号
が
迫
り
来
る
中
、
２
０

１
８
年
９
月
３
０
日
（
日
）
第
４
３
回

定
期
大
会
が
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
は
７
月
に
合
流
し
た
、
福

岡
協
議
会
（
九
州
関
急
・
ツ
バ
メ
・
福

岡
陽
晃
運
輸

・
内
田
ラ
イ
ン
・
内
田

物
流
・
高
揚
）
の
仲
間
も
朝
早
く
か
ら

京
都
に
来
ら
れ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

大
会
で
の
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ

れ
、
討
論
で
は
、
組
織
拡
大
・
強
化
、

職
場
で
の
現
状
な
ど
の
報
告
と
安
倍
政

権
の
国
政
の
私
物
化
、
憲
法
改
悪
に
反

対
す
る
運
動
が
重
要
で
あ
る
な
ど
、
政

治
闘
争
に
お
い
て
も
活
発
な
発
言
が
あ

り
、
新
役
員
体
制
も
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
０
回
定
期
大
会
に
お
い
て
、
久
米
執
行
委
員

長
、
佐
藤
副
執
行
委
員
長
、
松
澤
書
記
次
長
、
宇
髙

執
行
委
員
、
橋
本
執
行
委
員
、
鷹
巣
執
行
委
員
、
木

南
会
計
監
査
、
藤
田
会
計
監
査
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

関
西
合
同
支
部
第
４
３
回
定
期
大
会

大
阪
労
連
・
北
摂
地
区
協
議
会

第
３
３
回
定
期
総
会

２
０
１
８
年
９
月
２
４
日
（
月
祝
）

１
３
時
～
１
６
時
３
０
分
茨
木
市
福
祉

文
化
会
館
３
０
３
号
で
「
憲
法
を
い
か

し

な
く
そ
う
貧
困
と
格
差
、
変
え
よ

う
職
場
と
地
域
。
つ
く
ろ
う
平
和
な
世

界
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
大
阪
労
連
北

摂
地
区
協
議
会
第
３
３
回
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
は
４
８
名
、

発
言
者
は
１
０
名
で
建
交
労
か
ら
山
本

副
執
行
委
員
長
が
「
組
織
の
現
状
と
組

織
強
化
に
つ
い
て
」
を
発
言
し
、
橋
本

幹
事
か
ら
は
、
署
名
の
訴
え
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
９
月
２
７
日
１
８
時

３
０
分
～

高
槻
島
本
労
連
大
会
に
参
加
の

植
西
執
行
委
員

大
阪
万
博
・
カ
ジ
ノ
を
含
む
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）

候
補
地
の
脆
弱
性
が
露
呈

台
風
は
、
９
月
４
日
の
午
後
２
時
頃
、
「
非
常

に
強
い
」
勢
力
で
神
戸
市
に
再
上
陸
す
る
の
は

２
５
年
ぶ
り
で
し
た
。
大
阪
港
は
、
１
９
６
１

年
の
第
２
室
戸
台
風
な
ど
で
記
録
し
た
過
去
最

高
潮
位
２
９
３
セ
ン
チ
を
瞬
間
的
に
越
え
、
３

２
９
セ
ン
チ
ま
で
上
昇
し
、
そ
の
影
響
で
関
空

は
冠
水
し
、
タ
ン
カ
ー
が
関
空
連
絡
橋
に
衝
突

す
る
な
ど
し
て
、
一
時
は
利
用
客
や
職
員
ら
５

０
０
０
人
が
孤
立
し
た
。
夢
洲
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
あ
る
候
補
地
で
は
、
最
大
瞬
間
風
速

４
５
メ
ー
ト
ル
以
上
を
観
測
し
（
関
係
者
に
よ

る
と
、
約
１
０
０
０
本
の
空
コ
ン
テ
ナ
が
）

ダ
メ
ー
ジ
（
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
含
む
）
を
受
け
ま

し
た
。
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
が
再
開
す
る
の
に
、

数
日
か
か
り
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
を
仕
事
と
す
る

労
働
者
は
、
空
コ
ン
テ
ナ
の
返
却
が
で
き
ず
、

配
送
す
る
コ
ン
テ
ナ
も
搬
出
で
き
な
い
ま
ま
混

乱
が
２
週
間
以
上
続
い
た
。
加
え
て
東
南
海
ト

ラ
フ
地
震
が
起
こ
っ
た

際
の
液
状
化
現
象
や
津

波
の
危
険
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
夢
洲
を
結

ぶ
道
路
は
、
舞
洲
か
ら

の
浮
き
橋
（
夢
舞
大
橋
）

と
咲
洲
か
ら
の
海
底
ト

ン
ネ
ル
（
夢
咲
ト
ン
ネ

ル
）
し
か
な
く
、
津
波

で
被
害
を
受
け
れ
ば
孤

立
状
態
に
陥
る
だ
け
で

な
く
、
夢
洲
に
い
る
作

業
員
や
ド
ラ
イ
バ
ー
な

ど
の
労
働
者
や
道
路
を

通
行
し
て
い
る
一
般
住

民
な
ど
が
非
難
で
き
る

場
所
は
一
切
な
く
、
非
常
に
危
険
な
状
態
で
あ

る
。沖

縄
知
事
選
挙

９
月
３
０
日
投
開
票
が
お
こ
な
わ
れ
、
翁
長
知
事
の
意

思
を
継
ぐ
、
玉
城
デ
ニ
ー
氏
は
前
回
の
知
事
選
挙
の
翁
長

知
事
の
得
票
を
上
回
り
、
相
手
候
補
に
８
万
票
の
大
差
を

つ
け
過
去
最
多
投
票
で
歴
史
的
な
勝
利
を
お
さ
め
ま
し
た
。

玉
城
デ
ニ
ー
候
補
の
勝
利
は
、
首
相
官
邸
が
主
導
し
、

国
権
力
を
総
動
員
し
て
沖
縄
県
民
の
民
意
を
押
し
つ
ぶ
そ

う
と
し
た
安
倍
政
権
に
対
す
る
痛
烈
な
審
判
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
勝
利
は
沖
縄
の
未
来
と
日
本
の
民
主
主

義
に
と
っ
て
も
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
す
。
し
か
し
、

安
倍
政
権
は
玉
城
氏
勝
利
の
結
果
を
受
け
て
も
な
お
、
辺

野
古
新
基
地
建
設
は
粛
々
と
行
う
と
言
っ
て
い
ま
す
。
民

主
主
義
と
地
方
自
治
は
、
民
衆
の
闘
争
に
よ
っ
て
の
み
実

現
化
さ
れ
う
る
こ
と
を
、
国
家
権
力
と
の
闘
争
を
通
じ
て

沖
縄
県
民
は
実
証
し
た
。
そ
れ
は
、
全
国
的
に
市
民
と
野

党
の
共
闘
の
促
進
発
展
に
寄
与
し
、
安
倍
政
権
の
戦
争
す

る
国
づ
く
り
阻
止
と
、
そ
の
退
陣
へ
大
き
く
貢
献
し
た
。

沖
縄
の
た
た
か
い
は
、
私
た
ち
自
身
の
課
題
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
追
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
２
０
回
定
期
大
会
で
選
出
さ
れ
た
新
役
員


